
 

 

 

 

 

     

◇ 

宮
司
の
柴
田
で
す
。 

私
の
パ
ソ
コ
ン
の
あ
る
机 

の
窓
か
ら
は
、
御
神
殿
の
北
西
の
方
に
、
濃
い
紫
色
の

花
を
咲
か
せ
た
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
が
、
見
え
ま
す
。 

降
り
続
い
た
雨
の
滴
（
し
ず
く
）
に
、
紫
の
色
も
鮮
や

か
で
す
。 

御
神
殿
の
東
側
に
も
、
う
す
紅
（
く
れ
な

い
）
や
淡
い
青
の
紫
陽
花
が
、
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

実
は
、
こ
の
紫
陽
花
は
、
先
代
典
行
宮
司
の
境
内
整

備
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
御
神
殿
の
周
辺
に
、
平
成

十
六
年
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

一
昨
日
の
日
曜

日
の
夕
刻
に
、
六
年
祭
を
御
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

昨
日
が
、
先
代
典
行
宮
司
の
命
日
で
し
た
。 

月
日
は
、

早
く
流
れ
て
六
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、 

先
代
の
逝
去

の
後
を
引
き
継
い
だ
私
の
宮
司
の
歩
み
は
、
ま
さ
に
、

先
代
を
偲
（
し
の
）
ぶ
歳
月
（
さ
い
げ
つ
）
で
も
あ
り

ま
す
。 

就
任
以
来
、
大
過
な
く
そ
の
職
責
を
全
（
ま

っ
と
）
う
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
沢
山
の
方
々

の
御
支
援
御
指
導
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

小
林
一
茶
は
、 

「
う
た
た
ね
に 

叱
（
し
か
）
り
て
の
な
き 

 

寒
さ
か
な
」
と

い
う
俳
句
を
詠
（
よ
）
ん
で
い
ま
す
。 

 

つ
い
つ
い
、

う
た
た
ね
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
肌
寒
さ
を
感 

     

じ
て
目
が
覚
め
た
わ
け
で
す
ね
、「
そ
ん
な
と
こ
ろ 

で
寝
て
い
た
ら
風
邪
引
く
よ
」
と
声
を
か
け
、
そ
れ
で

も
起
き
な
か
っ
た
ら
、
そ
っ
と
毛
布
を
か
け
て
く
れ
る

家
族
や
伴
侶
（
は
ん
り
ょ
）
で
あ
る
妻
の
い
な
い
寂
し

さ
を
詠
（
う
た
）
っ
て
い
る
の
で
す
。 

「
愛
す
る
」

の
反
対
語
は
、「
憎
し
み
」
で
は
な
く
、
実
は
、「
無
関

心
」
な
の
で
す
よ
。 

で
す
か
ら
、
皆
様
方
の
御
意
見

や
励
ま
し
の
言
葉
、
お
叱
り
、
お
諫
（
い
さ
）
め
に
は
、

心
を
開
き
、
素
直
に
耳
を
傾
け
て
で
す
ね
、
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
な
が
ら
、「
叱
り
て
の
な
き
寒
さ
」
に
な

ら
ぬ
よ
う
、
健
全
な
る
神
社
運
営
に
つ
と
め
な
け
れ
ば

と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

◇
さ
て
、
宮
司
就
任
一
年
目
を
期
し
て
発
行
を
始
め
た

「
宮
司
プ
レ
ス
」
も
丸
五
年
、
と
う
と
う
六
十
号
を
突

破
し
、
六
十
一
号
、
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

こ
れ
ま

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、「
読
ん
だ
よ
」
と
か
「
い

い
内
容
だ
っ
た
よ
」、「
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
」
等
の

励
ま
し
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

内
容
は
、
身
近
な
話
題
を
記
載
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
し
、
発
行
も
、
常
に
毎
月
一

日
の
発
行
を
目
指
す
の
で
す
が
、
朝
粥
会
当
日
（
二
十

一
日
）
ま
で
遅
れ
て
し
ま
う
、「
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
特

急
電
車
）」
で
な
く
、
ま
さ
し
く
「
ロ
ー
カ
ル
プ
レ
ス

（
鈍
行
電
車
）」
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
百

号
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

◇
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
四
重
の
複
合
災

害
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。 

地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
、

そ
し
て
風
評
被
害
で
す
。 

す
で
に
三
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
原
発
事
故
と
風
評
被
害
は
、
い
ま
だ
に
制

御
（
せ
い
ぎ
ょ
）
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

特
に
原
発
事

故
は
、「
シ
ビ
ア 

ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
過
酷
事
故
）」
で

か
な
り
深
刻
で
あ
り
ま
す
。 

感
性
に
流
さ
れ
れ
ば
、

「
脱
原
発
、
反
原
発
」
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
「
脱
原
発
」

が
進
む
と
、
平
成
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
迎
え
る
わ
け

で
、
風
力
や
地
熱
さ
ら
に
は
太
陽
光
と
い
っ
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
移
行
す
る
、
期
間
限
定
で
の
過
渡
期
（
か

と
き
）
と
し
て
、
理
性
で
判
断
す
れ
ば
「
原
発
再
開
」

と
い
う
事
に
な
り
ま
す
よ
ね
。 

科
学
は
、「
何
が
出

来
る
か
、
な
ぜ
起
こ
る
か
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
明

ら
か
に
す
る
」
の
で
あ
り
、「
何
を
す
る
か
」
と
い
う

の
が
政
治
で
あ
り
ま
す
。 

起
こ
し
た
事
で
非
難
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
起
こ
し
た
事
に
ど
う
対
応
し
た
か
に

よ
っ
て
非
難
さ
れ
る
の
が
危
機
管
理
で
も
あ
り
ま
す
。 

従
っ
て
、
科
学
と
政
治
が
混
同
さ
れ
ず
に
、
的
確
な
判

断
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。 

◇
我
々
の
文
明
は
、
科
学
が
全
て
を
解
決
す
る
と
い
う

「
科
学
万
能
思
想
（
か
が
く
ば
ん
の
う
し
そ
う
）」
を

信
じ
て
、
経
済
成
長
を
実
現
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
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今
回
の
よ
う
な
、「
想
定
外
」
の
出
来
事
に
、
完
全
に

耐
え
ら
れ
る
も
の
を
建
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す

し
、
ま
た
、
百
年
に
一
度
の
洪
水
（
こ
う
ず
い
）
に
耐

え
ら
れ
る
堤
防
は
、
千
年
に
一
度
の
大
津
波
に
は
無
力

な
の
で
す
ね
。 
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
作
家
の
山

本
有
三
さ
ん
は
、「
我
々
は
、
ど
ん
な
に
逃
げ
た
と
こ

ろ
で
、
や
は
り
、
大
地
の
手
の
ひ
ら
の
上
に
い
る
で
は

な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 
私
た
ち
は
、
も
っ
と

謙
虚
に
な
る
べ
き
で
、
古
来
か
ら
持
っ
て
い
た
「
自
然

を
慈
（
い
つ
く
）
し
み
、
畏
（
お
そ
）
れ
、
生
き
と
し

生
け
る
も
の
と
謙
虚
に
向
き
合
う
」
と
い
う
自
然
観

（
し
ぜ
ん
か
ん
）
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

ね
。 

◇
大
災
害
の
な
か
で
も
被
災
者
の
、
常
に
冷
静
沈
着

（
れ
い
せ
い
ち
ん
ち
ゃ
く
）
に
行
動
し
、
弱
者
（
じ
ゃ

く
し
ゃ
）
を
優
先
し
、
助
け
合
い
秩
序
を
重
ん
じ
、
恥

を
知
り
公
共
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
姿
が
、
世
界
の
人
々

よ
り
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。 

徒
然
草
（
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
）

に
は
、
葉
の
落
ち
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
書
か
れ
て
い
ま
し

て
、「
古
く
な
る
か
ら
落
ち
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い

芽
の
勢
い
に
よ
っ
て
新
し
い
葉
に
と
っ
て
か
わ
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
そ
の
被
災
さ
れ
た
方

の
姿
や
雄
々
し
さ
（
お
お
し
さ
、
勇
気
の
事
で
す
）
が
、

新
し
い
葉
に
か
わ
る
、
そ
の
復
興
に
む
け
て
の
新
し
い

芽
の
勢
い
に
き
っ
と
な
れ
る
と
信
じ
て
、
日
々
の
生
活

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
こ
そ
が
、「
神
信

心
」
で
あ
り
ま
す
。 

御
自
愛
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

◇
五
月
、
六
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
五
月
一
日
、
十
五
日 

 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
五
月
十
四
日
～
十
五
日 

＊
左
上
の
写
真 

 

▼
海
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
お
お
た
か
参
拝 

 
 

＊
五
月
二
十
一
日 

＊
左
中
の
写
真 

 

▼
河
野
水
軍
末
裔
、
風
早
会
参
拝 

 
 

＊
五
月
二
十
四
日 

＊
左
下
の
写
真 

 
 

 

 

▼
月
次
祭 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

▼
維
蘇
志
会
草
刈
奉
仕 

＊
六
月
六
日 

▼
海
士
郷
恵
比
須
神
社
例
祭 

＊
六
月
十
日 

 
 
 

 

 

※
夏
越
祭
海
上
渡
御
の
御
座
船
選
出
の
神
占
神
事 

 
 

(

流
王
丸
と
妙
祐
丸
に
決
定) 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
朝
粥
会 

＊
六
月
二
十
一
日 

午
前
六
時
半 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

 

◇
六
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

▼
山
口
県
神
社
庁
並
び
に
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
支
部
皇
居
勤
労
奉
仕
打
合 

＊
六
月
二
日
、
十
七
日 

 
 

◇
調
査
研
究
委
員
会
、
常
任
委
員
会 

＊
六
月
六
日 

 
 

   
 

 
 

◇
支
部
敬
婦
役
員
会
、
三
役
会 

＊
六
月
七
日 

 
 

◇
支
部
幹
事
会 

＊
六
月
十
一
日 

 
 

◇
山
口
県
神
職
夫
人
の
会
結
成
二
十
五
周
年
記
念
式
典 

 

＊
六
月
十
三
日 

 
 

◇
神
職
養
成
講
習
会
打
合
、
協
議
員
会 

＊
六
月
十
七
日 

 
 

◇
神
宮
式
年
遷
宮
山
口
県
本
部
理
事
会 

＊
六
月
十
八
日 

 
 

◇
支
部
皇
居
勤
労
奉
仕
出
発
見
送
り
＊
六
月
二
十
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
岩
国
支
部
総
代
会 

＊
六
月
二
十
四
日 

 
 

 

◇
巡
回
社
頭
講
話
研
修
会 

＊
六
月
二
十
八
日 

 
 

 

◇
山
口
県
敬
神
婦
人
連
合
会
総
会 

 

＊
六
月
二
十
九
日 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
六
月
一
日
、
八
日
、
二
十
二
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
六
月
二
十
七
日
、
三
十
日 

 

▼
自
治
会
関
係
、
そ
の
他 

 
  

◇
な
か
べ
学
院
後
援
会
理
事
会 

＊
六
月
二
十
五
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
宮
司
講
和
会
＊
六
月
一
日
※
午
後
六
時
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
！ 

※
次
回
は
、
七
月
一
日
！ 

 
 

◇
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
関
支
部
特
別
講
演
＊
六
月
二
十
二
日 

 

▼
当
宮
関
係
団
体 

◇
奉
賛
会
総
会 

＊
六
月
四
日 

  

▼
倫
理
法
人
会 

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
六
月
八
日
、
二
十
二
日
、
二
十
九
日 


